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コロナ禍における農畜産物の消費拡大及び高温・干ばつによる農作物被害対策を

求める要望意見書 

 

新型コロナウィルスは昨年から感染拡大が収まらず、未だに世界経済の低迷を招いてお

ります。国内では去る８月27日から21都道府県に「緊急事態宣言」が拡大され、「まん延

防止等重点措置」も12県に適用されるといった状況になりました。 

これらの影響により観光･インバウンド需要の落ち込みや、人流の抑制による中食･外食

産業の低迷が依然として続いております。そのため農業においても米や牛肉･乳製品、小麦、

小豆、砂糖などの需要減少と価格低下を招いており、需要喚起と価格回復対策の強化が必

要不可欠となっています。 

このような中、北海道では７月から８月上旬にかけて記録的な高温･少雨が続いたことか

ら、全道にわたって農作物全般に被害が及んでおります。 

宗谷地方の基幹産業の１つである酪農畜産においては、飼料作物の生育が停滞し、後に

枯れはじめたことなどから、収量が半分以下に落ち込むことも予想され、今後の生乳生産

や畜産飼料への影響が危惧されています。 

つきましては、コロナ禍により減少した需要の喚起と価格対策、高温･干ばつによる飼料

作物等への被害対策を講じることにより、今後も安定した営農継続が図られるよう、下記

のとおり要望いたします。 

 

記 

 

１．コロナ禍における農畜産物の消費拡大対策等の強化について 

新型コロナウィルスによる経済･国民生活への影響を踏まえ、早急に収束させる効果

的な対策と、農畜産物の消費拡大･価格回復策を強化すること。 

 

２．高温･干ばつによる農作物の被害対策について  

①営農継続に向けた経営安定対策の強化 

高温･干ばつの影響で農畜産物の収量減少が見込まれることから、被害認定を迅速

に行い、農業共済金の早期支払いなどの対応を図ること。 

また、安定した営農継続が図られるよう、無利子･無担保の資金融通、無利子資金

への借換えといった金融対策を最大限講ずること。 

 

②酪農･畜産経営の安定に向けた対策の強化 

高温･干ばつで牧草やデントコーンなどの収量減少や品質低下が見込まれることに

より、酪農においては生乳生産量の減少や乳質低下、畜産においては栄養価の低い粗

飼料による発育への影響が危惧されるため、代替飼料の確保及び価格差補填などの

対策を講ずること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和３年９月３０日 

 

稚 内 市 議 会 

 

提出先  内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣 


